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 eq \o\ad(テーマ,　　　　　)　 

講義の内容　　　

 　
受講資格
  どなたでも受講できます。

講義日時
   eq \o\ad(毎週火曜日,　　　　　　　　　　　)　　　 eq \o\ad(午後６時～７時３０分,　　　　　　　　　　　)
場所
　聖トマス大学　サピエンチア・タワー10F

	
	
	

	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

受講料
  

お申込み方法     講座のはじまる日に、受付で所定の申込書にご記入の上、

受講料を添えてお申し込みください。
★本講座についてのお問い合わせは、下記にお願いいたします。
     　　　

〒661-8530　兵庫県尼崎市若王寺２丁目18番１号
聖トマス大学キリスト教文化研究所

 eq \o\ad(カトリック研究講座係,　　　　　　　　　　　　　　　　)
 eq \o\ad(TEL(06)6491-5000㈹,　　　　　　　　　　　　　　　　)
メールアドレス：ricc@st.thomas.ac.jp


  第３年次（２０１０年度）

	１
	テ ー マ
	ミサ聖祭への与り方I

	 4月 6日

 4月13日

 4月20日
	講　  師
	聖トマス大学キリスト教文化研究所所長　    ボナツィ・アンドレア

	
	ロマーノ・グアルディーニ著、『ミサ聖祭に与るための準備』（A・ボナツィ私訳）を導き手として、ミサ聖祭への与り方を取り上げたいと思います。そのなかで、静寂、静と言、沈黙と聴くこと、平静、平静と行為、平静と参加、聖なる場、敷居としての祭壇、食卓としての祭壇、聖なる日、聖なる日と聖なる時、聖なる行為、啓示する言葉、遂行する言葉、賛美の言葉、祈願の言葉、会衆と教会、というようなテーマにふれることになります。

	２
	テ ー マ
	ルネサンスから近代市民社会の成立へ―ネーデルラントの画家たちの軌跡―

	 4月27日
 5月11日
 5月18日
	講  　師
	聖トマス大学非常勤講師　　　　    北川朋子

	
	イタリアで開花したルネサンスは、十六世紀にはアルプスを越えて北方のヨーロッパ諸国に波及し、北ヨーロッパにもルネサンス美術が生まれました。例えばネーデルラントでは、ブリューゲル（1525－1569頃）が活躍し、その後ルーベンス（1577－1640）、レンブラント（1606－1669）が続きます。また十九世紀になってようやく真価を認められたフェルメール（1632－1675）もオランダ派の代表的な画家です。そこで、本講座では、彼らの主要な作品を取り上げて、その当時の社会、文化、宗教について考察していきたいと思います。

	３
	テ ー マ
	「尊厳死・臓器移植・ホスピスについて」～カトリックの観点より～

	 5月25日
 6月 1日
 6月 8日
	講  　師
	聖トマス大学教授　　　　    松本信愛 

	
	　
　人の「死亡率」は100％ですから、常に「死」および「死の近くのこと」について学び、考えることは当然のことです。今回は「死の近くのこと」として「尊厳死・臓器移植・ホスピス」を取り上げ、カトリック信者として考えるべきことについて考察していきます。


	４
	テ ー マ
	受け入れられずに苦しむ預言者エレミヤ

	 6月15日
 6月22日
 6月29日
	講  　師
	聖トマス大学非常勤講師　           Ｇ・Ｐ・スック

	
	聖書に名を残すような預言者は、生存中には、受け入れられなかった預言者なのです。エレミヤは受け入れられず、苦しめられた預言者の代表的な姿を示します。集中的に預言者が送られてくる時代は国が滅びる時でした。エレミヤが生き、預言した時代も神の民に関しては悲劇的で決定的な時代でした。民が預言者の言葉を聞き、滅びを逃れることができるのでしょうか。緊迫感に満ちたエレミヤの物語を紹介したいと思います。

	５
	テ ー マ
	諸宗教対話の挑戦と宗教習合の合法性

	 7月 6日
 7月13日
 7月20日
	講  　師
	聖トマス大学非常勤講師　           アデリノ・アシェンソ

	
	カトリックは、「グローバリゼーション」と呼ばれる地球的規模の相互依存に襲われた世界には諸文化・諸宗教間の挑戦にどう応じるべきでしょうか。又、宗教習合は合法性を持つでしょうか。この主な疑問に基づいて「宗教と文化」、「諸宗教対話の歴史」、「諸宗教対話の必要性」、「カトリック教会における諸宗教対話の神学」、「排他主義から包含主義へ」、「神学的多元主義の挑戦」、「宗教習合の合法性」を論じてみたいと思います。


	６
	テ ー マ
	信仰生活における宗教音楽の意味と実践Ⅲ

	10月 5日

10月12日

10月19日

	講  　師
	聖トマス大学非常勤講師　　　　    石垣博子

	
	「よく歌う人は、倍祈ることになる」と古いことわざにあるように、歌は心の喜びのしるしであり、愛している証拠でもあります。本講座では、神を高らかに賛美し、自らの信仰を表現している歌に焦点をあて、ミサ曲、レクィエム、賛美歌、ゴスペルソングなどをとりあげ、各作品の歴史的背景や誕生秘話、歌詞に込められた思いや祈りを音楽の響きとともに、深く味わいたいと思います。また、歌唱演習の実践を通して、共によろこびを表現できればと願っています。

	７
	テ ー マ
	現代における祈りの意味と方法

	10月26日
11月 2日
11月 9日
	講　  師
	御受難修道会司祭　　　 　   山内十束 

	
	何か息詰まりを感じる現代社会の中で、「キリストを信じていく生きていくこと」、それには、どのような意味があるのでしょうか。「神に祈りを捧げる」というキリスト者の現実を振り返り、今私達が、どのように、何を祈っていけばいいのかを考えていきましょう。

	８
	テ ー マ
	愛する家族や親しい友人を亡くした後の悲嘆

	11月16日
11月30日
12月 7日
	講  　師
	　 　　       髙木慶子

	
	人生は喪失体験の連続であるといわれていますが、私達は自分自身の「死」を迎える前に、多くの人々は家族や友人を看取るのではないでしょうか。つまり、おくり人となった後に、おくられ人となって神様のもとに帰っていくと思います。その愛する方々を看取った後の状態を「悲嘆」と呼んでいますが、この状態について理解しておくことによって、自分自身が家族や友人を亡くした後の状態を受け入れることも出来ると思います。また、周囲の人々が悲嘆の状態にある時に、その人々を支えるためにも、「悲嘆」について理解していくことは大事なことではないでしょうか。

	9
	テ ー マ
	東方キリスト教会の霊性に学ぶ

	 1月11日
 1月18日
 1月25日
	講  　師
	　          　　　　　　　　　　　 eq \o\ad(竹田文彦,　　　　　　　　　)

	
	　東方キリスト教会は、西方教会とは歴史的に異なる歩みをしてきたばかりではなく、その霊性においても独自の伝統を形成してきました。本講座では、「聖画像（イコン）」、「キリスト御名の祈り」、「ヘシュカズム(静寂主義)」といった東方教会の特徴ある霊性について、その歴史や神学を学ぶことを通して、今日の私たちの信仰生活を見直し、より豊かなものにするためのヒントを探ってみたいと思います。　

	10
	テ ー マ
	典礼における神のことば

	 2月 1日
 2月 8日
 2月15日
	講  　師
	　　　　　　　　　　　　　　　　  和田幹男　 　　    

	
	神のことばがどのように伝えられてきたかというと、それはまず聖書が典礼の中で用いられることによってであります。ミサと諸秘跡の中、教会の祈り（聖務日課）の中で、聖書が大いに活用されてきました。現行のミサ、特に教会の祈りの中で、聖書がいかに位置づけられ、活用されているか、概観し、その歴史にも立ち入ってみたいと思います。特に詩編を取り上げます。


■阪急神戸線「園田」駅下車南西へ徒歩12分


または、市バス幹線11番阪神尼崎行�「聖トマス大学」下車（バス4分乗車）


■JR神戸線「尼崎」駅下車


市バス幹線11番阪急園田行「聖トマス大学」下車（バス11分乗車） 


■JR福知山線（宝塚線）「塚口」駅下車 


東へ徒歩15分
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聖トマス大学キリスト教文化研究所は、毎年カトリック研究講


座を開講しております。それは現代におけるキリスト教の真理を理解し、信仰を現代社会に生かす実践の指針をともに学ぶためであります。


この講座は全１０講座（年３０回の講義）でひとつの単位となり、全講座に出席されると、希望される方々には聖トマス大学より修了証書を授与いたします（要３０回の出席数）。もちろん１回の講義だけを受講することもできます。　　　


今年は第３年次となりますので、テーマ「現代社会におけるカトリック信仰と生活」そのⅢを基に学んでいきたいと存じます。


皆様のご参加をお待ちしております。








清泉女子大学キリスト教


文化研究所教授�





１．１年分（１０講座３０回）前納の場合       １３，０００円           


２．半年分（　５講座１５回）前納の場合　　 　　６，５００円　　　　　


３．１講座（３回）受講の場合   　　　　　       １，６００円


４．１講義（１回）のみ受講の場合                   ７００円


※ 聴講者がテープをとるときは、その都度別途９００円を申し受けます。





聖トマス大学名誉教授


聖トマス大学客員教授�





上智大学日本ｸﾞﾘｰﾌｹｱ研究所所長


聖トマス大学客員教授�
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